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研究成果の概要（和文）：　障害児施設研究班、障害者施設研究班、重症心身障害児者施設研究班の3つの研究
班をに分かれて研究を行った。
　障害児施設班においては、アドボカシー支援により子どものエンパワメントが促進され、地域移行とその後の
自立生活につながる可能性があることが事例検討により明らかになった。障害者施設班においては、入所者の限
られた人間関係の中で、定期的に会いに来る個人と個人の繋がりから生まれている共事者としてどう在るのかが
問われることが明らかになった。重症心身障害児者施設班においては、わからないことへの誠実さと共に、それ
を括弧に入れて前へ進むことと間柄的・関係論的人間観に立つことの重要性が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The research was conducted in three research groups: the Research Group on 
Residential Visiting Advocacy with Disabled Children,with Disabled Adults and with Severely Mentally
 and Physically Impaired People.  
　In the first group, case studies revealed that advocacy support promoted the empowerment of 
children and could lead to their transition to the community and subsequent independent living. In 
the second group, it became clear that, beyond advocacy as a idealtypus, the question of how to be a
 co-worker in the limited human relationships of the residents, which are born out of the 
connections between individuals who come to see each other on a regular basis, needs to be 
addressed. In the last group, the importance of honesty about not knowing, but also putting it in 
brackets and moving on and standing on an inter-personal and relational rather than an 
individualistic view of human beings became clear.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
入所施設における障害児者の権利擁護は「地域社会で生活する平等の権利」の実現を志向して行われなければな
らない。にもかかわらず、日本においては地域移行が進んでおらず、障害児施設を退所した子どもの多くが成人
施設に移行することを余儀なくされている。
 このような状況の中で、地域移行を志向する施設訪問アドボカシーにより、障害児者のエンパワメントが促進
され、地域移行とその後の自立生活につながる可能性があることが明らかになったことは社会的及び学術的な成
果である。またこれまで未開拓であった、意思能力に大きな性格がある重症心身障害者への訪問アドボカシーを
めぐる問題の所在を明らかにしたことも学術的な意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

2016 年 7 月に発生した相模原障害者殺傷事件は社会に大きな衝撃を与えた。また 2012 年 10
月に障害者虐待防止法が制定されたにもかかわらず、施設内虐待は後を絶たない。2017 年度の
障害者福祉施設従事者等職員による障害者虐待の相談・通報件数は 2,374 件、認定件数（虐待判
断件数）は 464 件であり過去最多を記録した（厚生労働省 2019）。相談・通報件数、認定件数
ともに年々増加しており深刻な状況にある。施設内の権利擁護体制を整備することは喫緊の課
題である。 
障害児の権利については、障害者権利条約第 7 条 3 項で意見表明権の保障及びその際の「障

害及び年齢に適した支援の提供」を規定している。しかし、障害児の意見表明権を保障するサー
ビスは現状では存在せず、制度設計が求められている。また「障害児が虐待の被害者となる確率
は障害のない子どもの５倍である」（国連子どもの権利委員会一般的意見９号）と指摘されてい
る。さらに障害児施設では子どもの権利ノートが配布されていないこと、第三者評価受審が義務
づけられていないことなど権利擁護システムが十全に機能していない状況がある。以上の点か
ら、障害児入所施設における権利擁護体制の整備も喫緊の課題である。 
入所施設における障害児者の権利擁護は「地域社会で生活する平等の権利」（障害者権利条約

第 19 条）の実現を志向して行われなければならない。にもかかわらず、日本においては地域移
行が進んでいない。第５期障害福祉計画の地域移行の数値目標が９％であり、その達成に向けた
方策を提示することが課題である。また障害児施設を退所した子どもの多くが成人施設に移行
することを余儀なくされている現状を改善することも急務である。 
一方イギリスにおいては、判断能力に制約がある知的障害者・精神障害者・子どもを支援する

ためのアドボカシーサービスが制度化され、施設や病院への訪問アドボカシーも広く実践され
ている。これらのアドボカシー実践は、施設内における権利擁護や環境改善、ケアの質の向上、
地域移行の促進に成果を上げている。 
施設で生活する障害児者の状況を変革するには、イギリスをモデルとした訪問アドボカシー

を創設し、地域移行支援と連携した支援を行うことが必要であると応募者は認識している。 
 
２．研究の目的 
 長期に渡って施設生活を余儀なくされてきた障害児者の中には、管理された生活と社会的ネ
ットワークからの隔絶、情報や経験の欠如、被虐待・権利侵害によるトラウマ等から、力を奪わ
れ無為な生活を送っている人も少なくない（Goffman, Erving 1961;麦倉泰子 2019）。こうした
人々は、自信や将来への希望を喪失し、意見表明や意思決定を行うことも困難になり、地域移行
支援の不足とも相まって、施設入所の長期化や児童施設退所後も成人施設に移行する以外に選
択肢のない状況に置かれている。 
 施設訪問アドボカシーと地域移行支援の連携による障害児者のエンパワメント支援の方法（権
利意識覚醒、情報・経験・ロールモデル提供）、地域移行支援の方法（障害児の自立生活に向け
た「自立生活支援計画」の策定支援、障害者の地域移行プログラム策定、自立生活プログラム等
による障害児者の社会生活技能向上のための支援、障害児者の地域移行に向けた家族・施設・行
政等へのアドボカシー支援の方法）、施設訪問アドボカシー提供体制の開発（施設訪問アドボケ
イト養成・認定方法、スーパービジョン方法、アドボケイト派遣団体・地域移行支援団体・施設・
行政との連携方法）を行うことが本研究の主たる目的であった。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、障害児施設訪問アドボカシー研究班、障害者施設訪問アドボカシー研究班、重症
心身障害児者施設訪問アドボカシー研究班の 3 つの研究班を組織し、独立アドボケイト派遣団
体に所属するアドボケイト及び管理者（役員）と研究者が「定例研究会・事例検討会」等を通し
てミクロレベルのアクションリサーチを実施し、施設訪問アドボカシー実践の反省的分析によ
り実践方法の評価と改良を重ねる。また施設入所者・アドボケイト・ピアサポーター（相談支援
専門員）・施設職員・研究者による「地域移行連携研究会」を通してメゾレベルのアクションリ
サーチを実施し、アドボケイトと相談支援事業所、施設職員の連携体制を提示する。研究者や研
究協力者によるすべての研究活動の記録や議事録、承諾が得られた活動場面の録音と撮影、活動
において使用した資料をデータとする。 
 
４．研究成果 
障害児施設研究班、障害者施設研究班、重症心身障害児者施設研究班の 3つの研究班をに分か

れて研究を行った。障害児施設研究班、障害者施設研究班ではアクションリサーチを行った。重
症心身障害児者施設研究班では、文献研究とインタビュー調査、参与観察を行った。 
 障害児施設班においては、アドボカシー支援により子どものエンパワメントが促進され、地域
移行とその後の自立生活につながる可能性があることが事例検討により明らかになった。障害
者施設班においては、理念型としてのアドボカシーや地域移行を越えて、入所者の限られた人間



関係の中で、定期的に会いに来る個人と個人の繋がりから生まれている共事者としてどう在る
のかが問われることが明らかになった。重症心身障害児者施設班においては、開かれたわからな
さ（わからないことへの誠実さと共に、それを括弧に入れて前へ進むこと）と個人主義的人間観
ではなく間柄的・関係論的人間観に立つことの重要性が明らかになった。 
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